








環境哲学、環境倫理学、 2)民俗学、文化人類学、環境史、 3)カルチュラル ・スタデイーズ、
異文化研究、 4)メディア研究、 言語環境の研究、等
を含む学問分野であり、その研究内容の一端がここに示されている。
昨年、文化環境講座は、所属教員の研究発表の場であった「文化環境研究会jを「文化環境コ
ロキアムJへと発展させた。7月に聞かれた新しい第 1回例会の案内は、思いの溢れたメ ッセー
ジを次のように記している。
文化環境研究会はこの夏、<文化環境コロキアム>へと歩みを進めます。<コロキアム>は
文化環境講座教員とそこで学ぶ学生、さらには学外の研究者や学生が研究成果を分かち合い、
対等な立場で議論を戦わせる<コロキアム=競技場>でもあります。文化環境学を、あらゆ
る学問分野 ・研究対象・地域 ・言語を横断する<言論の異種格闘技>として、展開させよう
ではありませんか !
「文化環境コロキアム」の大きな特徴は、第一に学生及び文化環境講座以外の人々に研究発表
の場を開放したことである。第二に、修士論文・卒業研究の中開発表を行い、質疑応答の後、参
加者全員からコメントペーパーを提出してもらうなど、論文作成のブラッシュアップの場とした
ことである。それによって、指導教員による個別指導に止まらず、講座の全教員による助言 ・指
導を反映させるようにしたことである。
「コロキアムjに集った学生諸君は、授業の場とはまた異なった研究者としての教員の姿を目
の当たりにしたに違いない。また学生の発表を聞く教員は、荒削りかもしれないが、その問題意
識の清新さに内心驚き、自らの研究態度を振り返る契機となったかもしれない。その中で、参加
者は自然の根源性・有限性を踏まえつつ、重層的な構造を持つ環境が、与えられたものではなく、
創りあげていくものであることを改めて認識しただろう 。生態学的危機が指摘され、永続する社
会の構築が標携されている現在、あらゆる学問・科学には自らの過去を批判的に総括することが
求められている。環境学は、そしてその有力な領域たる文化環境諸学は、その批判の中から新し
い姿を現してくるに違いない。
学部長挨拶
『文化環境研究jはこのような「文化環境コロキアムjの成果を反映する雑誌であり、また議
論が縦横に展開していく媒体でもある。これまで、文化環境講座は環境科学部の出版事業におい
て先駆的な役割を果たしてきた。『文化環境研究jが継続的に刊行され、誌面が一層充実してい
くこと、「文化環境コロキアム」がまさに<言論の異種格闘技>の場として発展していくことを
心より期待する。
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